
土木工事編（１）　一部改定（平成30年4月1日適用）　新旧対照表
現　　　　　行 改　　　　　定

Ⅰ－2－②－4 Ⅰ－2－②－4



. .

工　　　種 作業日当り標準作業量

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

Ⅰ-11-①-15

積算上の注意事項

（控え頁）

１／１

現 行 改 定 備　　　　考

..

新規追加

語句の修正

語句の修正

工 種 名 設 定 内 容 

土工 

（ＩＣＴ） 

① 掘削（ＩＣＴ）

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

土砂 
オープンカット

無し 
50,000m3未満 307 m3/日 330 m3/日 

50,000m3以上 512 m3/日 550 m3/日 

有り 
50,000m3未満 194 m3/日 209 m3/日 

50,000m3以上 327 m3/日 352 m3/日 

片切掘削 － － 225 m3/日 242 m3/日 

岩塊・玉石 オープンカット

無し 
50,000m3未満 235 m3/日 253 m3/日 

50,000m3以上 420 m3/日 451 m3/日 

有り 
50,000m3未満 143 m3/日 154 m3/日 

50,000m3以上 266 m3/日 286 m3/日 

（注）保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

② 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ）

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

敷均し＋ 
締固め 

－ 

10,000m3未満 
無し 828 m3/日 828 m3/日 

有り 360 m3/日 420 m3/日 

10,000m3以上 
無し 940 m3/日 1,176 m3/日 

有り 360 m3/日 684 m3/日 

敷均し 
締固め 

高含水比粘性土 
以外 

10,000m3未満 
無し 385 m3/日 385 m3/日 

有り 176 m3/日 176 m3/日 

10,000m3以上 
無し 539 m3/日 539 m3/日 

有り 231 m3/日 231 m3/日 

高含水比粘性土 － 
無し 319 m3/日 319 m3/日 

有り 143 m3/日 143 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

③ 路床盛土（ＩＣＴ）

施工数量 障害の有無 作業日当り標準作業量 ＩＣＴ作業量 

10,000m3未満 
無し 440 m3/日 648 m3/日 

有り 120 m3/日 336 m3/日 

10,000m3以上 
無し 440 m3/日 924 m3/日 

有り 120 m3/日 540 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

現行どおり

工 種 名 設   定  内  容 

土工 

（ＩＣＴ） 

① 掘削（ＩＣＴ）

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

土砂 
オープンカット

無し 
50,000m3未満 307 m3/日 330 m3/日 

50,000m3以上 512 m3/日 550 m3/日 

有り 
50,000m3未満 194 m3/日 209 m3/日 

50,000m3以上 327 m3/日 352 m3/日 

片切掘削 － － 225 m3/日 242 m3/日 

岩塊・玉石 オープンカット

無し 
50,000m3未満 235 m3/日 253 m3/日 

50,000m3以上 420 m3/日 451 m3/日 

有り 
50,000m3未満 143 m3/日 154 m3/日 

50,000m3以上 266 m3/日 286 m3/日 

（注）保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

② 掘削（ＩＣＴ）[ＩＣＴ建機使用割合１００％]

（平成 30 年２月１日以降，入札契約手続きを開始する工事から適用） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 
作業日当り 
標準作業量 

土砂 
オープンカット

無し 
50,000m3未満 330 m3/日 

50,000m3以上 550 m3/日 

有り 
50,000m3未満 209 m3/日 

50,000m3以上 352 m3/日 

片切掘削 － － 242 m3/日 

岩塊・玉石 オープンカット

無し 
50,000m3未満 253 m3/日 

50,000m3以上 451 m3/日 

有り 
50,000m3未満 154 m3/日 

50,000m3以上 286 m3/日 

②③ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ）

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

敷均し＋ 
締固め 

－ 

10,000m3未満 
無し 828 m3/日 828 m3/日 

有り 360 m3/日 420 m3/日 

10,000m3以上 
無し 940 m3/日 1,176 m3/日 

有り 360 m3/日 684 m3/日 

敷均し 
締固め 

高含水比粘性土 
以外 

10,000m3未満 
無し 385 m3/日 385 m3/日 

有り 176 m3/日 176 m3/日 

10,000m3以上 
無し 539 m3/日 539 m3/日 

有り 231 m3/日 231 m3/日 

高含水比粘性土 － 
無し 319 m3/日 319 m3/日 

有り 143 m3/日 143 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

③④ 路床盛土（ＩＣＴ）

施工数量 障害の有無 作業日当り標準作業量 ＩＣＴ作業量 

10,000m3未満 
無し 440 m3/日 648 m3/日 

有り 120 m3/日 336 m3/日 

10,000m3以上 
無し 440 m3/日 924 m3/日 

有り 120 m3/日 540 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 
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. .

（控え頁）

１／３

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　定 備　　　　考

. .

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

積算上の注意事項

語句の追加

語句の削除

Ⅱ-1-②-10

６－１．施工数量，破砕片除去数量 

①施工数量は「小規模」を除き，１工事当りの数量とする。 

表３．１の条件区分「施工数量」，「破砕片除去の有無」に示す数量区分は，１工事当りの取扱い土量で

判断する。１工事当りの取扱い土量は，掘削，掘削（ＩＣＴ），積込（ルーズ）の施工数量を表３．２．

１の数量区分の規格別に「○」及び「●」の項目を条件区分によらず全て合計した土量とする。なお，

これにより難い場合は別途考慮する。 

 

表３．２．１ １工事当りの取扱い数量について 

名称 条件区分 

施工数量，破砕片除去数量の 

数量区分 

500m3 30,000m3 50,000m3 

掘削 

土質 施工方法 押土 破砕片除去 集積押土    

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

有 － －  ○  

無 － －   ○ 

片切掘削 － － －    

岩塊･玉石 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 
有 － －  ○  

無 － －   ○ 

軟岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

－ 

有 無 ○  ● 

無 有 ○   

片切掘削 
有 無   ● 

無 有    

硬岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － 
有 無   ● 

無 有    

片切掘削 － 
有 無   ● 

無 有    

掘削 

(ICT) 

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －   ○ 

片切掘削 － － －    

岩塊･玉石 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －   ○ 

積込 

(ﾙｰｽﾞ) 
－   ○ 

※施工数量：○，破砕片除去数量：● 

 

②施工方法「上記以外（小規模）」の施工数量における「１箇所」とは，目的物（構造物･掘削等）１箇所

当りのことであり，目的物が連続している場合は，連続している区間を 1箇所とする。 

③湿地軟弱土での作業の施工数量は，１工事当りの取扱い土量に含めない。 

④土質「軟岩」，「硬岩」における床掘平均掘削幅 2ｍ未満の場合の破砕片除去及び積込みは，破砕片除去

「無」を選択の上，「３－７ 積込(ルーズ)」により別途計上する。 

⑤掘削（土砂及び岩塊・玉石，オープンカット，集積押土無）には，掘削と同時に行う積込みを含む。 

Ⅱ-１-②-12頁へ移動

現行どおり

６．施工数量，破砕片除去数量 

①施工数量は「小規模」を除き，１工事当りの数量とする。 

表３．１の条件区分「施工数量」，「破砕片除去の有無」に示す数量区分は，１工事当りの取扱い土量で

判断する。１工事当りの取扱い土量は，掘削，掘削（ＩＣＴ），積込（ルーズ）の施工数量を表３．２の

数量区分の規格別に「○」及び「●」の項目を条件区分によらず全て合計した土量とする。なお，これ

により難い場合は別途考慮する。 

 

表３．２ １工事当りの取扱い数量について 

名称 条件区分 

施工数量，破砕片除去数量の 

数量区分 

500m3 30,000m3 50,000m3 

掘削 

土質 施工方法 押土 破砕片除去 集積押土    

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

有 － －  ○  

無 － －   ○ 

片切掘削 － － －    

岩塊･玉石 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 
有 － －  ○  

無 － －   ○ 

軟岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

－ 

有 無 ○  ● 

無 有 ○   

片切掘削 
有 無   ● 

無 有    

硬岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － 
有 無   ● 

無 有    

片切掘削 － 
有 無   ● 

無 有    

掘削 

(ICT) 

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －   ○ 

片切掘削 － － －    

岩塊･玉石 ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －   ○ 

積込 

(ﾙｰｽﾞ) 
－   ○ 

※施工数量：○，破砕片除去数量：● 

 

②施工方法「上記以外（小規模）」の施工数量における「１箇所」とは，目的物（構造物･掘削等）１箇所

当りのことであり，目的物が連続している場合は，連続している区間を 1箇所とする。 

③湿地軟弱土での作業の施工数量は，１工事当りの取扱い土量に含めない。 

④土質「軟岩」，「硬岩」における床掘平均掘削幅 2ｍ未満の場合の破砕片除去及び積込みは，破砕片除去

「無」を選択の上，「３－７ 積込(ルーズ)」により別途計上する。 

⑤掘削（土砂及び岩塊・玉石，オープンカット，集積押土無）には，掘削と同時に行う積込みを含む。 

 

７．火薬の標準的な使用量は，オープンカットでは１日当り含水爆薬 13.4 ㎏，AN－FO19.5 ㎏，片切掘削では

１日当り含水爆薬 1.8 ㎏とし，これにより難い場合は別途計上する。 

８．集積押土の有無 

①有り：集積押土の距離は 30ｍまでとする。 

９．軟岩床掘の場合 

施工数量にかかわらず，500m3 未満を適用するものとする。 

10．軟岩又は硬岩の場合で，盛土等に流用するための小割りに破砕が再度必要となった場合は，小割りに要す

る費用は別途考慮する。 
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積算上の注意事項

（控え頁）

２／３

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　定 備　　　　考

. .

Ⅱ-1-②-11

新規追加
現行なし

６－２．施工数量，破砕片除去数量（平成 30年４月１日以降，入札公告を行う工事から適用） 

①施工数量は「小規模」を除き，１工事当りの数量とする。 

表３．１の条件区分「施工数量」，「破砕片除去の有無」に示す数量区分は，１工事当りの取扱い土量で

判断する。１工事当りの取扱い土量は，掘削，掘削（ＩＣＴ），積込（ルーズ）の施工数量を表３．２．

２の数量区分の規格別に「○」，「●」及び「△」の項目を条件区分によらず全て合計した土量とする。

なお，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

表３．２．２ １工事当りの取扱い数量について 

名称 条件区分 

施工数量，破砕片除去数量の 

数量区分 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

掘削 

土質 施工方法 押土 破砕片除去 集積押土      

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

有 － －  ○    

無 － －   ○ △  

片切掘削 － － －     △ 

岩塊･玉

石 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

有 － －  ○    

無 － －   ○ △  

軟岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ 

－ 

有 無 ○  ●   

無 有 ○     

片切掘削 
有 無   ●   

無 有      

硬岩 

ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － 
有 無   ●   

無 有      

片切掘削 － 
有 無   ●   

無 有      

掘削 

(ICT) 

土砂 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －    ○  

片切掘削 － － －     ○ 

岩塊･玉

石 
ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ － － －    ○  

積込 

(ﾙｰｽﾞ) 
－   ○   

※１．数量区分の規格は，以下のとおりとする。この区分で取扱い土量を判断する。なお，各取扱い土量は重複して

合計しないこと。 

Ａ：①500m3 未満，②500m3 以上 

Ｂ：①30,000m3 未満，②30,000m3 以上 

Ｃ：①50,000m3 未満，②50,000m3 以上 

Ｄ：①50,000m3 未満，②50,000m3 以上 

Ｅ：①50,000m3 未満，②50,000m3 以上 

※２．○：施工数量，●：破砕片除去数量，△：同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機を併用して施工する

場合で，通常建機による施工分の施工数量。 

 

     ②掘削（ＩＣＴ）は，同一の施工箇所において３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ（以下，「ＩＣＴ建機」とい

う。）と通常建機（ＩＣＴ建機を使用しない通常機種のバックホウ）を併用して施工する場合，両者を合

計した掘削土量をその箇所の施工数量とする。 

③施工方法「上記以外（小規模）」の施工数量における「１箇所」とは，目的物（構造物･掘削等）１箇所

当りのことであり，目的物が連続している場合は，連続している区間を１箇所とする。 

④湿地軟弱土での作業の施工数量は，１工事当りの取扱い土量に含めない。 

⑤土質「軟岩」，「硬岩」における床掘平均掘削幅 2ｍ未満の場合の破砕片除去及び積込みは，破砕片除去

「無」を選択の上，「３－７ 積込(ルーズ)」により別途計上する。 
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. .

工　　　種 土工

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

積算上の注意事項

（控え頁）

３／３

現　　　　　　　　　　　　　　　　行 改　　　　　　　　　　　　　　　　定 備　　　　考

. .

新規追加

Ⅱ-1-②-12

現行なし ⑥掘削（土砂及び岩塊・玉石，オープンカット，押土無）には，掘削と同時に行う積込みを含む。 

 

７．火薬の標準的な使用量は，オープンカットでは１日当り含水爆薬 13.4 ㎏，AN－FO19.5 ㎏，片切掘削では

１日当り含水爆薬 1.8 ㎏とし，これにより難い場合は別途計上する。 

８．集積押土の有無 

①有り：集積押土の距離は 30ｍまでとする。 

９．軟岩床掘の場合 

施工数量にかかわらず，500m3 未満を適用するものとする。 

10．軟岩又は硬岩の場合で，盛土等に流用するための小割りに破砕が再度必要となった場合は，小割りに要す

る費用は別途考慮する。 

Ⅱ-１-②-10頁から移動
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工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

Ⅱ-1-②-30

積算上の注意事項

（控え頁）

１／２

現 行 改 定 備　　　　考

語句の追加

②－２ 土工（ＩＣＴ）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ＩＣＴによる土工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削積込又は３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホ

ウによる土砂の片切掘削

１－１－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路体（築堤）盛土

１－１－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路床盛土

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外による掘削

１－２－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路体（築堤）盛土

１－２－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路床盛土

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

２－１－１ 「掘削（ＩＣＴ）」 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．積込，運搬作業が必要な場合は，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」

により別途計上すること。 

２－１－２ 「路体(築堤)盛土（ＩＣＴ）」，「路床盛土（ＩＣＴ）」 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 
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②－２ 土工（ＩＣＴ）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ＩＣＴによる土工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削積込，又は３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバック

ホウによる土砂の片切掘削

１－１－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路体（築堤）盛土

１－１－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路床盛土

現行どおり

Ⅱ-1-②-32
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. .

現 行 改 定 備　　　　考

.

Ⅱ-1-②-31

積算上の注意事項

（控え頁）

２／２

語句の追加

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

５．施工数量は，１工事当りの全体掘削土量とする。なお，数量の判定は，「第Ⅱ編第１章土工②－

１ ３－１掘削（注）６－１．施工数量，破砕片除去数量」による。 

３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．１ 掘削（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 

土砂 
オープンカット

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

片切掘削 － － 

岩塊・玉石 オープンカット

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

（注）１．上表は，土砂，岩塊・玉石の掘削積込（片切掘削は掘削のみ）の他，その施工に必要な全ての

機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，地山土量とする。 

３．施工方法は，掘削箇所の地形により「オープンカット」，「片切り」に区分する。 

区分については，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」の図３.１，図３.２，図３.３を参照のこ

と。 

４．障害の有無 

①無し：構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されず，連続掘削作

業が出来る場合 

②有り：掘削作業において障害物等により施工条件に制限があり（例えば作業障害が多い場

合）連続掘削作業が出来ない場合。掘削深さ 5ｍ以内で掘削箇所が地下水位等で排水

をせず水中掘削（溝掘り，基礎掘削）を行う場合 

５．施工数量は，１工事当りの全体掘削土量とする。なお，数量の判定は，「第Ⅱ編第１章土工②－

１ ３－１掘削（注）６．施工数量，破砕片除去数量」による。 

現行どおり

現行どおり Ⅱ-1-②-33
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. .

積算上の注意事項

（控え頁）

１／５

現 行 改 定 備　　　　考

..

Ⅱ-1-②-40

新規追加

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

②－３ 土工（ＩＣＴ）

（平成 30 年４月１日以降，入札公告を行う工事から適用） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ＩＣＴによる土工のうち掘削（ＩＣＴ）に適用する。なお，路体(築堤)盛土（ＩＣＴ），路床盛土

（ＩＣＴ）は，「②－２ 土工（ＩＣＴ）」による。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削積込，又は３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ

による土砂の片切掘削

１－２ 適用出来ない範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外による掘削

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．積込，運搬作業が必要な場合は，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」

により別途計上すること。 

掘削作業 積込作業 運搬作業 機 
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出 運搬作業 

機 
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入 掘削積込作業 

現行なし
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テキストボックス
土木工事編（１）　一部改定（平成30年4月1日適用）　新旧対照表



. .

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

現 行 改 定 備　　　　考

.

積算上の注意事項

（控え頁）

２／５

新規追加

Ⅱ-1-②-41

現行なし

３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．１ 掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 

土砂 

オープンカット

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

片切掘削 － 
－ 

（50,000m3未満及び50,000m3以上） 

岩塊・玉石 オープンカット

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

（注）１．上表は，土砂，岩塊・玉石の掘削積込（片切掘削は掘削のみ）の他，その施工に必要な全ての

機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．上表は，同一の施工箇所において，３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ（以下「ＩＣＴ建機」とい

う。）のみで施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％）場合である。 

なお，施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定し，「第Ⅱ編第１章土工②－１ ３－

１掘削（注）６－２．施工数量，破砕片除去数量」によるものとする。また，該当する施工箇所

におけるＩＣＴ建機による施工の掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計したものを全体

掘削土量とする。 

３．同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機（ＩＣＴ建機を使用しない通常機種のバックホ

ウ）を併用して施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，該当する箇所における掘削土

量をＩＣＴ建機使用割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分に分割し，Ｉ

ＣＴ建機による施工分に上表を適用する。また，通常建機による施工分は,「第Ⅱ編第 1 章土工②

－1 ３－１掘削」により別途計上する。 

なお，施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定し，「第Ⅱ編第１章土工②－１ ３－

１掘削（注）６－２．施工数量，破砕片除去数量」によるものとする。また，該当する施工箇所

におけるＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削

土量とし,これを合計したものを全体掘削土量とする。 

４．土量は，地山土量とする。 

５．施工方法は，掘削箇所の地形により「オープンカット」，「片切り」に区分する。 

区分については，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」の図３.１，図３.２，図３.３を参照のこ

と。 

６．障害の有無 

①無し：構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されず，連続掘削作

業が出来る場合 

②有り：掘削作業において障害物等により施工条件に制限があり（例えば作業障害が多い場

合）連続掘削作業が出来ない場合。掘削深さ 5ｍ以内で掘削箇所が地下水位等で排水

をせず水中掘削（溝掘り，基礎掘削）を行う場合 

７．ＩＣＴ建機使用割合は，上記（注）２．又は３．の１工事当りの全体掘削土量に対する 1 工事

当りのＩＣＴ建機による掘削土量の割合である。 

N1000042
テキストボックス
土木工事編（１）　一部改定（平成30年4月1日適用）　新旧対照表



. .

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

現 行 改 定 備　　　　考

. .

積算上の注意事項

（控え頁）

３／５

Ⅱ-1-②-42

新規追加

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．２ 掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 2 次基準値）］山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

・「オープンカット」で施工数

量 50,000m3 未満の場合 

・「片切掘削」の場合 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 1 次基準値）］山積 1.4m3（平積 1.0m3） 

「オープンカット」で施工数量

50,000m3 以上の場合 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 賃料 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊） 

Ｒ２ 普通作業員 片切掘削の場合 

Ｒ３ － 

Ｒ４ － 

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2 号 パトロール給油 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃

貸費用である。 

現行なし
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テキストボックス
土木工事編（１）　一部改定（平成30年4月1日適用）　新旧対照表



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

４／５

現 行 改 定 備　　　　考

. .

新規追加

Ⅱ-1-②-43

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

４． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 

41,000 円／日

５． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

５－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

× 
100 

作業日当り標準作業量（m3/日） 100 

（注）施工数量はＩＣＴ建機による施工における掘削土量とする。作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14

章その他④作業日当り標準作業量」の標準作業量による。 

５－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに

要する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 対象機械：バックホウ

598,000 円／式

５－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合に計上するものとし，必要額を適正に積上げる

ものとする。 

現行なし

N1000042
テキストボックス
土木工事編（１）　一部改定（平成30年4月1日適用）　新旧対照表



. .

積算上の注意事項

（控え頁）

５／５

現 行 改 定 備　　　　考

. .

新規追加

Ⅱ-1-②-44

工　　　種 土工（ICT）

改　正　理　由 一部改正
改　　定

現　　行

６． 参考資料（掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％]） 

6－１ ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合における積算 

同一の施工箇所において，ＩＣＴ建機と通常建機を併用して施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，

以下のとおりとする。 

（１）施工数量の判定

施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定し，「第Ⅱ編第１章土工②－１ ３－１掘削（注）６－２．施

工数量，破砕片除去数量」によるものとする。なお，該当する施工箇所におけるＩＣＴ建機による施工分と通常建機

による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計したものを全体掘削土量とする。

（２）積算

該当する施工箇所の掘削土量をＩＣＴ建機使用割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分に

分割し，以下のとおり計上する。

【ＩＣＴ建機による施工分】

施工パッケージ「掘削（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］」を適用し，該当する施工箇所における掘削土量

（ＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分の掘削土量の合計）にＩＣＴ建機使用割合を乗じて算出した

値をＩＣＴ建機による施工分の掘削土量として計上する。なお，ＩＣＴ建機使用割合を乗じて算出した値は，四捨

五入した数値とし，数位は「第Ⅰ編第 5章数値基準等」によるものとする。 

【通常建機による施工分】 

該当する施工箇所における掘削土量からＩＣＴ建機による施工分の掘削土量を差し引いて算出した値を通常建

機による施工分の掘削土量とし,「第Ⅱ編第 1章土工②－1 ３－１掘削」により別途計上する。 

 6－２ 積算例（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合） 

（注）積算例は，施工箇所（図中①～③）が点在する工事に該当しない場合であり，施工箇所が点在する工事に該当

する場合は，「第Ⅰ編第 11 章施工箇所が点在する工事の積算」による。 

【ＩＣＴ建機使用割合 25％の場合】 

・施工数量の判定

施工箇所①：30,000m3 ＋ 施工箇所②：10,000m3 ＝ 40,000m3 ＜ 50,000m3

よって，施工数量は 50,000m3 未満を選択する。

施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅱ編第 1章土工②－1 ３－１掘削」による。

・積算

施工箇所①：

｛「掘削(ICT)［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，オープンカット，障害無し，50,000m3 未満」の単価｝× 7,500m3

＋｛「掘削，土砂，オープンカット，押土無し，障害無し，50,000m3 未満」の単価｝× 22,500m3 

  施工箇所②： 

｛「掘削(ICT)［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，オープンカット，障害無し，50,000m3 未満」の単価｝× 2,500m3

＋｛「掘削，土砂，オープンカット，押土無し，障害無し，50,000m3 未満」の単価｝× 7,500m3 

施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅱ編第 1章土工②－1 ３－１掘削」による。 

施工箇所① 

掘削（ＩＣＴ）：合計掘削土量 30,000m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を併用して施工） 

条件：土砂，オープンカット，障害無し 

① 

② 施工箇所② 

掘削（ＩＣＴ）：合計掘削土量 10,000m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を併用して施工） 

条件：土砂，オープンカット，障害無し 

施工箇所③ 

掘削：掘削土量 5,000m3 

（通常建機のみで施工） 

条件：土砂，オープンカット， 

障害無し 

③ 

工事範囲 

※①～③は異なる施工箇所

現行なし
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